
RSBizWareTM SchedulerTM

テクニカルデータ

S B i z Wa r eT M S c h e d u l e rT M
は、ロックウェル･ソフトウェア

の拡張可能なアプリケーションであるR S B i z Wa r eファミ

リーを構成するモジュールの1つです。RSBizWare Schedulerは

製造スケジューリングの価値を大幅に高める FCS (finite

capacity scheduling)アプリケーションです。F C Sは製造計画を

作成する際に、制約条件も考慮します。制約条件は、労働力、

機械設備(ツール)、原料、マシンの可用性、マシンの性能など

さまざまな形で関わってきます。

通常、S c h e d u l e rは、E R PまたはM R Pシステムなどの上位シス

テムと統合し、一般の製造オーダーを受けます。これらの上位

システムは、制約ベースのスケジューラではないので、通常は

論理的に無制限な容量をスケジュールします。この結果、プラ

ントフロアでは非現実的な製造を期待されるという問題が発

生し、製造が促進され、仕掛品が過多になり、納期に間に合わ

なくなります。Schedulerは、これらの問題点もその他の問題点

も解決できる非常に現実的な製造スケジュールを作成するこ

とで大いに真価を発揮します。

さらに、S c h e d u l e rは、プラントフロアのモニタと制御を行な

うR S Vi e w 3 2T M
およびR S S q lT M

など、従来のロックウェル･ソフト

ウェア製品と統合することができます。プラントフロアと統合

できるSchedulerの能力により、製造リソースは、簡単にスケジ

ュールを利用でき、製造情報(数量、実処理時間など)も

Schedulerへのフィードバック用に簡単に利用できます。

ユーザインターフェイス

Schedulerのユーザインターフェイスは、簡単に習得できる

メニューとアイコンを備えた視覚的なガントスタイルのプラ

ンニングボードです。インターフェイスの使用方法は、短期間

で習得でき、すぐに使いこなせるようになります。

スケジューリング方法

Schedulerデータベース内の重要な情報の1つが、スケジュー

ルする必要のあるジョブ(またはオーダー)セットです。ジョ

ブは、特定の順序で実行されなければならない個々の処理から

構成されます。これらの処理がS c h e d u l e rのプランニングボー

ドでどのように順序付けられるかは、選択したスケジューリン

グ方法によって決まります。

Schedulerがプランニングボード上にジョブを配置するため

に使用する方法には、アルゴリズム、カスタム(アルゴリズムの

1種)、シミュレーション、手動の4種類があります。

R

RSBizWare Scheduler 電子プランニングボード
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アルゴリズム

この方法では、一度に1ジョブずつ実行します。Schedulerは

1つのジョブを選択し、その全処理をプランニングボード上に

置きます。各処理は、その処理に対する制約条件を満たすタイ

ムスロットが最初に有効になった時点で、指定したリソースに

ロードされます。

アルゴリズム式スケジュールの品質の決め手は、次にプラン

ニングボードに配置するジョブ(さらにその後の操作)を選択

するために使用されるルールです。ルールは、納期、先着順、

オーダープロパティ/昇順、オーダープロパティ/降順、優先

順位、処理時間、リリース日付、逆優先順位、スラックタ

イム、ユーザルールに基づいて設定できます。アルゴリズム式

スケジュールは、現在から開始して前方へ(フォワードスケジ

ューリング)、指定した終了日から開始して後方へ(バックワー

ドスケジューリング)、または前方と後方スケジュールを組み

合わせて、通常はボトルネックリソースに近いところから開始

して双方向へ(ボトルネックスケジューリング)という方法の

いずれかを選択できます。

カスタム

カスタムアルゴリズムは、内蔵のMicrosoft Visual Basic for

Applications (VBA)を使用して作成できます。アルゴリズム式

スケジューリング方法を重視して、次にスケジュールされるジ

ョブを選択するときは、カスタムアルゴリズムのロジックが使

用されます。

シミュレーション

シミュレーション方法はアルゴリズム方法と似ていますが、

大きな違いが1つあります。この方法では、一度に1つの処理を

選択してプランニングボードにロードします。ジョブ全体では

なく、処理を1つずつロードすることにより、シミュレーショ

ン方法では、処理のロード方法を詳細に制御することができ

ます。

手動

ジョブと処理をドラッグ･アンド･ドロップにより手動でプ

ランニングボードにロードする機能を使用することができ

ます。手動を使用すると、オーダーがプランニングボードに配

置される方法を徹底的に制御することが可能になります。少

数の重要なオーダーを手動で配置し、それ以外のオーダーは他

のスケジューリング方法を使用してスケジュールすることも

できます。

Schedulerデータベース

S c h e d u l e rは、製造スケジュールを作成するために必要な

データベース情報をメモリにロードします。この方法により、

データベースとディスクへのアクセスを削減できるので、迅速

にかつ効率的にスケジュールが生成されます。適切なスケジ

ュールが保存されるときに、そのスケジュールに関する情報が

データベースに書き込まれます。その後、データベースを照会

し、必要なレポート(リソース発送リスト、非スケジュールオー

ダー、リソース使用率など)を作成できます。

Schedulerで使用される重要なデータタイプの一部を以下に

紹介します。

リソース：リソースとその効率および能力を定義します。

シフトパターン：1シフト当たりのリソースの可用性を定義

します。

オーダー：顧客、納期、数量などのオーダー情報を定義します。

製品：製品と製品の工程(つまり、ある製品の製造を完了する

までに必要な操作)を定義します。

ストック：ストックとストックキットを定義します。ストック

とは、製造処理中に製造、追加、または消費されるコンポーネ

ントです。

マトリックス：多次元データを定義します。例えば、ある製品

から別の製品に切り換えるときのリソースの設定および取り

外し時間など。

実際の製造現場のデータ：製造された実数量、実製造時間、

原料の実消費など、S c h e d u l e rがチェックとバランスをとるた

めに使用する情報が格納されます。

Schedulerでは、さまざまなレポートを生成します。
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レポート作成

S c h e d u l e rは、Dispatch List(発送リスト)、Resource Utilization

(リソース利用)、Unscheduled Orders(非スケジュールオー

ダー)など、多数のレポートを作成します。これらのレポー

トは、Crystal Reports 7.0を使用して設計され、Crystal Reports

R u n t i m eを使用してS c h e d u l e rで表示できます。補足レポー

トは、Crystal Reportsで設計し、レポートが格納されるフォル

ダに追加するだけで簡単に追加できます。

Scheduler Viewer

Scheduler Vi e w e rは、S c h e d u l e rの機能の縮小セットを提供

します。名前からもわかるように、Scheduler Viewerには、スケ

ジュールとレポートの表示機能のみが組み込まれています。

他のシステムとの統合

S c h e d u l e rは、E R PやM R Pシステムなど上位のビジネスシス

テムと密接に統合できます。また、SAP、Oracle、J.D. Edwards、

QADその他と統合できるだけでなく、プラントフロア制御シス

テムとも完全に統合できます。プラントフロアからの情報を

S c h e d u l e rのデータベースに転送し、S c h e d u l e rが常にプラント

フロアの状態とイベントを認識していられるようにすること

ができます。Schedulerには、他のアプリケーションとの統合機

能を拡張するためにMicrosoft VBAや公開されたオブジェクト

モデルが埋め込まれています。

システム要件

以下に、推奨システム構成を示します。実際の要件は、開発

するシステムのサイズによって異なります。

● Pentium III 300MHz 以上のプロセッサを搭載したパーソナル

コンピュータ

● Microsoft Windows 95/98、Windows NT 4.0、またはWindows

2000
● 64MBのRAM (128MBのRAMを推奨)

● SVGAモニタ(最小17インチを推奨)

● 50MBのハードディスクの空き容量

● Microsoft SQL Server 7.0(付属)以上、Oracle 8.0以上、

Microsoft Access、またはその他のODBC準拠のデータベース

カタログ番号

9358-SCHENE Scheduler (1つのSchedulerライセンス、2つ

のScheduler Vi e w e rライセンス、1つの

Microsoft SQL Serverサーバライセンス、お

よび2つのMicrosoft SQL Serverクライアン

ト･アクセス･ライセンスを含む。)

9358-SCHVWENE Scheduler Viewer (1つのScheduler Vi e w e r

ライセンスと1つのMicrosoft SQL Serverク

ライアント･アクセス･ライセンスを含む。)

オンラインドキュメント

Scheduler CD-ROMには、総合的な『ユーザーズガイド』、

『VBA ガイド』、詳細なオンラインヘルプ、オンラインチュート

リアルが入っています。

関連資料

R S B i z Ware Schedulerの資料およびS c h e d u l e rの関連資料は、

Automation Bookstoreから入手可能です。

● RSBizWare Schedulerカタログ (9398 -SCHDPFJA-JUL00)

● RSBizWareカタログ (9398-BWPFJA-JUL00)

●アプリケーションプロフィール：

･小型船舶メーカー(9398-BOATAPJA-JUL00)

･食品メーカー (9398-FOODAPJA-JUL00)

･製薬会社 (9398-PHRMAPJA-JUL00)

･プラスチックメーカー(9398-PLASAPJA-JUL00)

･商業印刷会社 (9398-PRNTAPJA-JUL00)

Visual Basic for Applications、ODBC、COM/DCOM、ActiveX、またはASCIIファイル転送

を使用して、Schedulerを他の製造アプリケーションと統合できます。
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DOC ID 9398-SCHDTDJA-JUL00

お問い合わせ先

R S B i z Wa r eについては、以下のWe bサイトにアクセスし

てください。

www.rsbizware.com

ロックウェル･ソフトウェアのパッケージの最新の価格ま

たはデモンストレーションの詳細は、当社または当社の代

理店までお問い合わせください。ロックウェル･ソフトウェ

アの製品開発の最新情報については、以下のWe bサイトに

アクセスしてください。

www.automation.rockwell.co.jp

C2000 Rockwell Software Inc. All rights reserved. RSBizWare, Scheduler, and the Rockwell Software logo are trademarks of Rockwell Software Inc. Microsoft, Windows, and Windows
NT are registered trademarks of the Microsoft Corporation. All other trademarks are the property of their respective holders and are hereby acknowledged.
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